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「つくばSDGsパートナーズ団体会員」SDGs推進状況及び新型コロナウイルスの影響への取組事例調査

団体名（大鵬薬品工業株式会社）

１.これまでのSDGsに関する取組でPRしたいこと

＜研究拠点であるつくばエリアでの取組＞
・新薬の研究開発
・CO2排出量削減対策（実質CO2フリー電力採用・省エネ活動）
・TABLE FOR TWO*への参加

*社員食堂でヘルシーメニュー1食喫食につき20円の寄付を
行うことで、途上国の子どもたちの給食1食分の寄付となる
・研究所周辺の清掃作業
・学生の企業訪問対応
・献血活動
・コンタクトレンズ空ケース/使用済み切手/ペットボトルキャップ/巻心/葉書等の収集活動

２.コロナ禍での対応

＜研究拠点であるつくばエリアでの取組＞
・殺菌線消毒ロッカーを導入
：納品物、郵便物は一端このロッカーに入れ殺菌
・在宅勤務・時差出勤実施
・公共交通機関利用制限（一時期間）
・訪問者（点検・工事業者、郵便・宅配業者等）の検温
・守衛所にサーモグラフィの導入
・一般廃棄物ではなく感染性廃棄物としてマスクを廃棄
・デスク、カフェテリア※のスペース確保
・消毒液の配置、空調の管理徹底 ※2020年7月現在の状況を掲載

問合せ先
大鵬薬品工業株式会社 研究本部（つくばエリア）〒300-2611 茨城県つくば市大久保3 029-865-4527 
【広報のお問い合わせ】ストラテジックコミュニケーション室 th-koho@taiho.co.jp

3.現在の課題等

オンラインでのイベント（インター
ンシップなど）の開催にあたって、
よりよい方法・ツールを模索してい
ます。会員のみなさまと情報交換で
きれば幸いです。

4.他会員との連携希望

会員のみなさまとSDGsやCSRの情報交
換を出来ることを楽しみにしており
ます。
（ストラテジックコミュニケーショ
ン室：th-koho@taiho.co.jp）

about:blank


• 子育て中の社員が安心して働ける環境を提供するため、つくば研究所の敷地内

に保育所を開設し、事業所内保育園を運営しています。看護師が常駐し、延長

保育の際は夕食を提供しています。

• さらに月極保育に限らず、一時的に社員の子どもを預かることにも対応していま

す。

• 緑豊かな環境で安心安全を第一に園児の

自主性と興味を尊重し、社員が子育てをし

ながら働き続けられる環境を整えています。

事業所内保育園 ～すくすく保育園～



• 大鵬薬品の所属する大塚グループでは、環境への取り組みにおけるマテリアリティ（重
要項目）を「気候変動」「資源共生」「水資源」と特定し、「気候変動」においては、「2030 年
に CO2 排出量 30%削減」を目標に掲 げ、CO2 排出量の低減に積極的に努めています。

＜ニュースリリース＞

➢ 2020年9月1日 大鵬薬品 つくばの創薬拠点で実質CO2フリー電力を採用

➢ 2021年1月12日 大鵬薬品 埼玉サイト 実質CO2フリー電力を全面導入

➢ 2021 年2 月9 日 大塚グループ5 社の全オフィス部門をグリーン電力に切替え

環境への取り組み


